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周
知
の
如
く
、
今
年
六
月
の
大
統
領
選
挙
は
、

「
保
守
強
硬
派
」の
現
職
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー

ド
と
、
今
回
「
改
革
派
」
を
代
表
す
る
形
で
立
候

補
し
た
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
の
間
で
の
、
事
実
上
の
一

騎
打
ち
で
あ
っ
た
。
選
挙
前
か
ら
イ
ラ
ン
国
営
Ｔ

Ｖ
で
の
討
論
番
組
な
ど
で
、
両
者
の
「
対
決
」
の

素
地
は
作
り
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
海
外
か
ら

五
〇
〇
人
以
上
も
の
報
道
関
係
者
が
取
材
に
訪
れ

た
結
果
、
選
挙
戦
は
い
や
が
う
え
に
も
盛
り
あ
が

り
を
見
せ
た
。

し
か
し
、
結
果
は
「
予
想
」
に
反
し
、
ア
フ
マ

デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
の
圧
勝
（
約
六
三
％
）
で
終

わ
っ
た
。
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
も
彼
を
支
持
し
た
有
権

者
も
、
わ
ず
か
三
四
％
程
度
の
少
な
い
得
票
率
で

あ
る
は
ず
が
な
い
と
の
認
識
か
ら
、
直
ち
に
抗
議

し
、
そ
の
結
果
流
血
の
事
態
に
ま
で
発
展
す
る
騒

乱
状
態
と
な
っ
た
こ
と
は
何
と
も
痛
ま
し
い
。

●
選
挙「
結
果
」を
め
ぐ
る
論
点（
一
）

と
こ
ろ
で
、
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
側
か
ら
「
不
正
」

選
挙
と
糾
弾
さ
れ
た
根
拠
と
し
て
、
開
票
速
報
の

余
り
の
速
さ
、
彼
と
同
じ
「
改
革
派
」
の
キ
ャ
ッ

ル
ー
ビ
ー
候
補
の
得
票
数
（
二
〇
〇
五
年
選
挙
で

の
五
〇
六
万
票
か
ら
三
三
万
票
へ
）
の
激
減
、
さ

ら
に
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
の
地
元
（
東
ア
ー
ザ
ル
バ
ー

イ
ジ
ャ
ー
ン
州
）で
の
得
票
率
の
低
さ（
二
〇
一
万

票
中
の
四
一・
七
％
）
や
、
逆
に
同
州
で
の
ア
フ

マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
獲
得
票
の
多
さ（
五
六
％
）

な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
証
拠
的
な
材
料
の
ほ
か
に
、
全

三
〇
州
で
の
得
票
数
を
見
る
と
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー

ネ
ジ
ャ
ー
ド
が
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
を
上
回
っ
た
州
は

二
八
に
達
し
た
こ
と
も
あ
る
（
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
の

勝
利
し
た
州
は
、
西
ア
ー
ザ
ル
バ
ー
イ
ジ
ャ
ー
ン

と
ス
ィ
ー
ス
タ
ー
ン
・
バ
ル
ー
チ
ス
タ
ー
ン
の

み
）。
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
に
た
と
え
現

職
の
強
み
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
大
差

が
つ
く
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
と
の
主
張
も
成

り
立
つ
。

ち
な
み
に
八
〇
〇
万
人
以
上
の
有
権
者
を
抱
え

る
大
票
田
の
テ
ヘ
ラ
ン
選
挙
区
で
も
、
ア
フ
マ

デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
は
約
三
八
二
万
票
を
獲
得
し

た
。
そ
の
票
数
は
、
二
〇
〇
五
年
の
第
九
回
大
統

領
選
挙
第
二
次
投
票
で
の
獲
得
票
の
二・
四
七
倍

増
に
当
た
る
。
突
然
の
ガ
ソ
リ
ン
配
給
制
度
の
導

入
、
物
価
高
騰
や
深
刻
化
す
る
失
業
問
題
（
一
〇

～
三
〇
％
台
）、
言
論
出
版
の
自
由
規
制
な
ど
、

彼
の
第
一
期
の
政
策
に
対
す
る
市
民
の
不
満
を
考

え
れ
ば
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
限
っ
て
も
、
納
得
が
い
か

な
い
に
違
い
な
い
。

●
選
挙「
結
果
」を
め
ぐ
る
論
点（
二
）

し
か
し
他
方
で
、
ま
っ
た
く
逆
の
理
屈
、
少
な

く
と
も
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
の
「
当
選
」

が
順
当
で
あ
っ
た
と
の
説
明
も
成
り
立
つ
。
そ
の

際
、
前
回
大
統
領
選
挙
結
果
が
ひ
と
つ
の
材
料
と

な
る
。

四
年
前
の
こ
の
選
挙
で
は
、「
保
守
派
」
と
「
改

革
派
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
人
が
立
候
補
し
た
ほ
か
、

当
時
最
も
当
選
が
有
力
視
さ
れ
た
ラ
フ
サ
ン

ジ
ャ
ー
ニ
ー
元
大
統
領
（
在
任
期
一
九
八
九
～

九
七
）
が
加
わ
り
、
計
七
人
の
候
補
者
が
乱
立
す

る
選
挙
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
票
が
候
補
者
間

に
分
散
し
、
過
半
数
を
取
っ
た
候
補
者
が
出
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
規
定
に
従
っ
て
上
位
得
票
者

二
名
、
す
な
わ
ち
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
（
得
票

率
二
一
％
）
と
、
全
く
の
「
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
」
で

あ
っ
た
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
（
得
票
率

一
九・
五
％
）
の
間
で
争
わ
れ
た
。
結
果
、
後
者

が
六
二
％
（
約
一
七
二
五
万
票
）
を
獲
得
し
て
、

勝
利
し
た
。

こ
の
二
〇
〇
五
年
選
挙
と
の
関
連
で
重
要
な
点 
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は
、
そ
の
第
一
次
投
票
段
階
で
の
「
改
革
派
」
候

補
三
人
（
キ
ャ
ッ
ル
ー
ビ
ー
、
モ
イ
ー
ン
、
メ
フ

ル
ア
リ
ー
ザ
ー
デ
）
の
総
得
票
率
が
、
三
五・五
％

に
止
ま
っ
た
こ
と
に
関
係
す
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ

で
の
「
改
革
派
」
支
持
票
が
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
候
補

に
そ
の
ま
ま
流
れ
た
と
す
れ
ば
、
今
回
の
選
挙
結

果
は
必
ず
し
も
「
不
自
然
」
と
は
言
え
な
い
。

加
え
て
、
最
高
指
導
者
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
が
昨
年

八
月
以
来
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
再
選
へ
の

期
待
を
表
明
し
、
ま
た
「
質
素
な
生
活
を
行
い
、

敵
へ
の
屈
服
を
拒
否
す
る
候
補
者
」
へ
の
投
票
を

有
権
者
に
求
め
る
な
ど
、
彼
に
対
す
る
支
持
表
明

を
幾
度
か
行
っ
て
い
た
こ
と
の
影
響
も
大
き
い
。

こ
れ
は
、
ひ
と
つ
に
「
保
守
派
」
内
の
反
ア
フ

マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
派
が
今
年
二
月
段
階
で
立

候
補
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
ハ
ー
タ
ミ
ー
や
別

の
対
抗
馬
擁
立
の
動
き
に
歯
止
め
を
か
け
、
最
終

的
に
は
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
支
持
で
一
本

化
す
る
流
れ
を
作
り
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、こ
れ
に
よ
っ
て
今
回
の
選
挙
に
、「
保

守
派
」
対
「
改
革
派
」、ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー

ド
対
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
間
の
争
い
を
超
え
、
ハ
ー
メ

ネ
イ
ー
指
導
下
の
現
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
体
制
へ
の

支
持
を
問
う（
大
袈
裟
に
言
え
ば「
国
民
投
票
」的
）

性
格
が
持
ち
込
ま
れ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
た
と

え
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
に
不
満
を
持
と

う
が
、
現
体
制
の
存
続
を
支
持
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

彼
に
一
票
を
投
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
。
激
化
す
る

抗
議
活
動
を
現
体
制
に
反
対
す
る
運
動
と
位
置
付

け
、
容
赦
な
い
弾
圧
を
容
認
す
る
姿
勢
を
ハ
ー
メ

ネ
イ
ー
が
示
し
た
背
景
に
、
こ
う
し
た
彼
の
姿
勢

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
理
解
に
立
て
ば
、
中
高
年
の
有
権
者
に

と
っ
て
、
対
イ
ラ
ク
戦
の
継
続
や
国
家
統
制
経
済

も
訴
え
て
い
た
旧
「
急
進
派
」
首
相
（
一
九
八
一

～
八
九
）
で
あ
っ
た
が
故
に
、マ
イ
ナ
ス・イ
メ
ー

ジ
さ
え
あ
る
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
が
、
前
回
大
統
領
選

挙
第
二
次
投
票
で
の
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
総

得
票
数
を
三
二
〇
万
票
も
上
回
っ
た
こ
と
は
、
逆

に
驚
く
べ
き
で
あ
る
。　

も
ち
ろ
ん
、今
回
の
選
挙
に
ま
っ
た
く
「
不
正
」

が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
と
は
い
え
、
結
果

が
逆
転
す
る
ほ
ど
の
票
数
改
竄
が
あ
っ
た
と
見
る

こ
と
も
難
し
い
。
そ
の
点
、「
一
一
〇
〇
万
票
差

を
如
何
に
操
作
で
き
る
の
か
」
と
の
ハ
ー
メ
ネ

イ
ー
発
言
も
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
選
挙

結
果
を
「
不
正
」
視
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
批
判
や
「
核
開
発
」
問
題
で
強
硬
な
ア
フ
マ

デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
に
対
す
る
側（
特
に
欧
米
側
）

の
「
視
点
＝
反
感
」
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
こ

と
も
否
め
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

●
抗
議
運
動
と
七
九
年
革
命
の
ギ
ャ
ッ
プ

同
様
の
読
み
違
い
は
、
今
回
の
抗
議
運
動
の
大

規
模
化
か
ら
、
そ
れ
を
七
九
年
革
命
と
同
一
視
し

な
い
ま
で
も
、
そ
れ
が
体
制
を
揺
る
が
す
ほ
ど
深

刻
な
運
動
と
み
な
し
た
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
。
確

か
に
「
不
正
選
挙
」
疑
惑
に
端
を
発
し
た
そ
の
後

の
騒
乱
状
態
の
結
果
、
パ
リ
に
拠
点
を
置
く
「
イ

ラ
ン
人
権
擁
護
戦
線
」
の
報
告
で
は
、
死
者
十
数

名
、
負
傷
者
数
百
名
、
さ
ら
に
逮
捕
者
数
は
、

二
〇
〇
〇
人
以
上
に
の
ぼ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
連

日
報
道
さ
れ
る
抗
議
運
動
の
映
像
か
ら
、
イ
ラ
ン

神
権
体
制
の
崩
壊
の
兆
し
の
印
象
も
生
ま
れ
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
七
九
年
革
命
と
の
間
に
は
い

く
つ
か
の
決
定
的
な
相
違
が
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
ま
ず
指
導
者
の
資
質
に
関
わ
る
。

今
回
の
抗
議
運
動
で
は
、
一
躍
「
不
正
選
挙
」
の

被
害
者
と
な
っ
た
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
が
指
導
者
に
祭

り
あ
げ
ら
れ
た
。
だ
が
、
彼
は
本
来
現
体
制
を
作

り
あ
げ
強
化
し
た
側
の
一
員
で
あ
り
、
七
九
年
革

命
で
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
国
王
独
裁
反
対
で
非
妥
協
的

姿
勢
を
貫
き
続
け
た
ホ
メ
イ
ニ
ー
と
比
べ
る
こ
と

に
は
、
そ
も
そ
も
無
理
が
あ
る
。
ま
た
、
選
挙
に

よ
る
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
府
か
ら
の
政

権
奪
取
を
、
八
九
年
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
の

共
産
党
支
配
を
打
倒
し
た
民
主
化
運
動
に
な
ぞ
ら

え
、「
ビ
ロ
ー
ド
革
命
」
と
銘
打
っ
て
い
た
前
大

統
領
ハ
ー
タ
ミ
ー
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
今
回

の
抗
議
運
動
を
通
じ
て
「
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
の

統
治
」
体
制
打
倒
ま
で
視
野
に
入
れ
運
動
に
身
を

投
じ
た
参
加
者
が
い
た
と
す
れ
ば
、
深
刻
な
誤
解

を
見
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。

こ
の
点
と
無
関
係
で
は
な
い
が
、
第
二
に
当
然

そ
こ
に
新
秩
序
の
見
取
り
図
や
シ
ン
ボ
ル
も
存
在

す
る
訳
は
な
く
、
抗
議
運
動
の
求
心
力
の
弱
さ
ば

か
り
が
目
立
つ
結
果
と
も
な
っ
た
。
七
九
年
革
命

で
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
政
」
の
具
体
的
内
容

が
敢
え
て
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
ゆ
え
に
、
そ

れ
は
多
く
の
運
動
参
加
者
が
夢
を
託
す
目
標
と

な
っ
た
。
だ
が
、
今
回
、
運
動
カ
ラ
ー
の
「
緑
」

に
せ
よ
、
夜
間
の
「
神
は
偉
大
な
り
（
ア
ッ
ラ
ー

ホ
・
ア
ク
バ
ル
）」
の
連
呼
に
せ
よ
、
現
体
制
の
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正
当
性
の
シ
ン
ボ
ル
の
「
受
け
売
り
」
に
も
等
し

く
、
特
段
の
独
自
性
や
運
動
目
標
を
表
現
す
る
も

の
で
は
な
い
。

第
三
に
、
組
織
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
整
備
さ
れ

た
指
揮
系
統
な
し
に
は
、
抗
議
運
動
の
継
続
と
大

規
模
化
は
な
い
。
七
九
年
革
命
で
は
、
闘
争
の
目

標
と
手
法
に
違
い
を
有
す
る
種
々
の
反
体
制
諸
組

織
が
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
国
王
体
制

に
立
ち
向
か
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
摘
発･

弾
圧

さ
れ
て
も
、
別
の
細
胞
が
活
性
化
、
あ
る
い
は
ほ

か
の
組
織
と
連
携
す
る
な
か
で
活
動
を
継
続
し
た
。

今
回
の
抗
議
運
動
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
大
衆

動
員
の
新
た
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
機
能
し
、
運

動
も
大
規
模
化
し
た
。
だ
が
、
組
織
的
な
裏
付
け

の
弱
さ
を
覆
い
隠
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

第
四
に
体
制
側
と
反
体
制
側
の
力
関
係
が
あ
る
。

詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
七
九
年
革
命
で
は
す
で
に

癌
に
侵
さ
れ
て
い
た
国
王
の
精
神
的
弱
さ
も
手
伝

い
、
ま
た
そ
こ
に
米
国
（
カ
ー
タ
ー
政
権
）
か
ら

の
人
権
擁
護
と
弾
圧
の
ふ
た
つ
の
相
異
な
る
シ
グ

ナ
ル
が
加
わ
っ
た
結
果
、
政
策
方
針
が
異
な
る
政

府
の
矢
継
ぎ
早
の
交
替
が
相
次
ぎ
、
官
僚
機
構
や

軍
部
も
混
乱
を
き
た
し
、
自
壊
を
遂
げ
て
い
っ
た
。

そ
れ
と
比
べ
れ
ば
、
現
体
制
は
革
命
防
衛
隊
、
バ

ス
ィ
ー
ジ（
半
官
的
な
民
兵
集
団
）、ア
ン
サ
ー
レ・

ヘ
ズ
ボ
ッ
ラ
ー
（「
神
の
党
」
支
援
組
織
）
な
ど
、

貧
困
層
の
子
弟
を
中
心
に
熱
狂
的
な
武
装
組
織
に

支
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド

の
強
権
的
統
治
も
、
こ
れ
ら
組
織
の
存
在
を
前
提

と
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、
今
回
の
抗
議
運
動
に
多

く
の
失
業
者
が
加
わ
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
途
中

離
脱
は
早
晩
予
測
さ
れ
、
先
述
の
諸
点
も
含
め
、

立
ち
向
か
っ
た
「
改
革
派
」
の
「
虚
弱
体
質
」
が

目
立
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

●
党
派
対
立
の
再
編
と
今
後

従
っ
て
、
予
測
不
能
な
急
激
か
つ
大
規
模
な
展

開
が
な
い
限
り
、
短
期
に
現
体
制
が
崩
壊
す
る
可

能
性
は
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
よ

り
も
、
す
で
に
稼
動
し
始
め
た
党
派
対
立
再
編
を

軸
に
、
イ
ラ
ン
政
治
が
新
展
開
を
迎
え
つ
つ
あ
る

こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
イ
ラ
ン
の
党
派
対
立
は
時
代
と
と

も
に
、
大
き
く
そ
の
様
相
を
変
え
て
き
た
。
イ
・

イ
戦
争
末
期
か
ら
終
戦
直
後
に
は
、
首
相
ム
ー
サ

ヴ
ィ
ー
と
外
資
と
民
間
活
力
導
入
を
強
く
打
ち
出

し
た
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
（
当
時
大
統
領
）
間
で
の
確

執
で
先
鋭
化
し
た
「
急
進
派
」
対
「
保
守
派
」
の

対
立
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
ホ
メ
イ
ニ
ー
死
去
後
、

新
大
統
領
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
支
持
派
（「
現

実
派
」）
と
「
保
守
派
」
連
合
の
前
に
、「
急
進
派
」

は
政
治
舞
台
か
ら
排
除
さ
れ
た
。
そ
の
後
、「
保

守
派
」
と
「
現
実
派
」
の
溝
が
深
ま
り
、「
反
保

守
派
」
連
合
と
し
て
、「
改
革
派
」
が
九
七
年
の

大
統
領
選
挙
で
劇
的
な
当
選
を
果
た
し
た
ハ
ー
タ

ミ
ー
指
導
下
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

以
後
、「
改
革
派
」
対
「
保
守
派
」
間
の
対
立

が
イ
ラ
ン
政
治
を
支
配
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
や

ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
府
第
一
期
か
ら
そ

の
後
今
回
の
危
機
を
通
じ
て
、
明
ら
か
に
「
保
守

派
」
の
内
部
分
裂
は
歯
止
め
の
利
か
な
い
形
で
進

行
し
て
い
る
。
彼
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト（
大
衆
誘
導
）

型
政
治
手
法
は
貧
困
層
を
中
心
に
多
く
の
支
持
を

集
め
る
点
で
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
を
は
じ
め
「
保
守

派
」
宗
教
勢
力
に
も
、
有
益
と
判
断
さ
れ
て
き
た

に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
欧
米
に
対
し
て
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
旺

盛
な
ハ
ー
タ
ミ
ー
と
正
反
対
に
、
あ
ま
り
に
欧
米

諸
国
の
不
信
感
や
反
感
を
誘
い
、
そ
れ
が
「
核
開

発
」
問
題
で
イ
ラ
ン
を
窮
地
に
追
い
や
っ
て
い
る

現
状
に
、「
現
実
派
」
や
「
改
革
派
」
な
ら
ず
と

も
危
機
感
を
持
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
知

ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
腐
敗
を
理
由
に
し
た
ラ

フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
非
難
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、

い
つ
そ
の
矛
先
が
「
保
守
派
」
指
導
者
層
に
向
く

か
も
し
れ
な
い
彼
の
言
動
の
危
う
さ
に
強
い
警
戒

感
が
働
き
始
め
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
点
で
、
イ
ラ
ン
が
「
イ
ス
ラ
エ
ル
国
民
の

友
」
で
あ
る
と
発
言
し
、
物
議
を
か
も
し
た
側
近

ラ
ヒ
ー
ム
＝
マ
シ
ャ
ー
イ
ー
を
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー

ネ
ジ
ャ
ー
ド
が
第
一
副
大
統
領
に
任
命
し
た
人
事

に
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
が
介
入
し
、
最
終
的
に
こ
の

決
定
を
撤
回
さ
せ
た
こ
と
は
、「
保
守
派
」
が
一

枚
岩
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
今
後
一
層
内
紛
の
激

化
を
予
想
さ
せ
る
一
断
面
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

革
命
か
ら
三
〇
年
が
経
過
し
、顕
在
化
し
た「
保

守
派
」の
分
裂
、そ
こ
で
問
わ
れ
る
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー

の
バ
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
の
役
割
、
彼
の
健
康
問
題

と
最
高
指
導
者
後
継
者
問
題
、
そ
し
て
今
回
の
事

態
を
経
て
脆
弱
性
を
思
い
知
ら
さ
れ
た「
改
革
派
」

の
動
向
な
ど
、
イ
ラ
ン
内
政
の
展
開
に
限
っ
て
も

注
目
す
べ
き
諸
点
は
余
り
に
多
い
。

（
よ
し
む
ら　

し
ん
た
ろ
う
／
広
島
大
学
教
授
）


